
一

『

古
事
記』

『

日
本
書
紀』

に
記
載
さ
れ
た
応
神
天
皇
に
関
し
て
は
、
故
吉
井
巌
氏
の
著
書

『

天
皇
の
系
譜
と
神
話

(

１)』

に
、｢

応
神

天
皇
の
周
辺｣

と
題
す
る
卓
越
し
た
一
篇
の
論
考
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
考
で
氏
は
、

記
紀
の
系
譜
的
記
述
は
、
皇
室
の
系
譜
的
展
開
を
語
る
こ
と
を
根
幹
と
し
、
な
か
で
も
、
各
天
皇
の
皇
位
継
承
の
次
第
を
説

明
し
、
記
紀
成
立
時
の
支
配
の
正
当
性
を
系
譜
的
真
実
に
よ
つ
て
根
拠
づ
け
る
こ
と
を
最
大
の
目
的
と
し
て
ゐ
る
こ
と
は
言
ふ

ま
で
も
あ
る
ま
い
。
か
か
る
性
質
を
帯
び
た
記
述
の
系
譜
的
記
述
で
あ
つ
て
み
れ
ば
、
各
天
皇
が
い
か
な
る
出
生
的
由
来
を
も

つ
か
を
語
る
こ
と
に
遺
漏
の
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
筈
で
あ
る
。(

一
五
四
ペ
ー
シ)

と
大
前
提
を
立
て
た
後
、
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応
神
の
出
生
記
述
が
、
紀
の
系
譜
記
述
に
な
く
、
記
の
そ
れ
に
あ
る
の
も
、
記
紀
に
お
け
る
、
こ
の
天
皇
出
生
の
記
述
に
対

す
る
微
妙
な
差
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
あ
ら
た
め
て
記
の
皇
妃
皇
子
女
の
系
譜
記
述
中
に
応
神

の
出
生
が
記
述
さ
れ
て
い
な
い
様
態
の
意
義
を
求
め
る
な
ら
ば
、
や
は
り
私
は
、
仲
哀
紀
の
系
譜
的
記
述
と
応
神
と
の
間
に
疎

遠
な
関
係
が
も
と
存
在
し
て
ゐ
た
こ
と
を
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。(

一
五
七
ペ
ー
ジ)

と
見
通
し
を
立
て
て
、
記
紀
の
系
譜
的
記
事
を
縦
横
に
論
じ
て
い
る
。

本
稿
は
、
こ
の
吉
井
論
文
の
間
隙
を
縫
い
な
が
ら
、
視
点
を
変
え
て
、
品
陀
和
気
命

(

応
神
天
皇)

と
垂
仁
天
皇
皇
子
品
牟
都
和

気
命
と
の
間
に
は
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
想
定
し
、
そ
の
解
析
を
通
し
て

『

古
事
記』

中
巻
の
構
造
に
迫
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

念
の
為
に

『

古
事
記』

に
記
載
さ
れ
た
関
係
を
系
図
化
し
て

(

天
皇
名
は
諡
名
で)

示
す
と
、

と
な
る
。

二

本
稿
は
ま
ず

｢

仲
哀
記｣

の
帝
紀
的
系
譜
の
検
討
か
ら
始
め
る
。
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帯
中
日
子
天
皇
、
坐
穴
門
之
豊
浦
宮
、
及
筑
紫
訶
志
比
宮
、
治
天
下
也
。
此
天
皇
、
娶
大
江
王
之
女
、
大
中
津
比
売
命
、
生
御

子
、
香
坂
王
、
忍
熊
王

[

二
柱]

。
又
娶
息
長
帯
比
売
命

[

是
大
后]

、
生
御
子
、
品
夜
和
気
命
、
次
大
鞆
和
気
命
、
亦
名
品
陀

和
気
命

[

二
柱]

。
此
太
子
之
御
名
、
所
以
負
大
鞆
和
気
命
者
、
初
所
生
時
、
如
鞆
宍
生
御
腕
。
故
、
著
其
御
名
。
是
以
知
坐

腹
中
国
也
。
此
之
御
世
、
定
淡
道
之
屯
家
也
。(

文
中
の

[
]

は
、
原
文
で
二
行
割
注
で
あ
る
こ
と
を
示
す)

こ
こ
に
記
載
さ
れ
た
ホ
ム
ダ
ワ
ケ
は

｢

大
鞆
和
気
命｣

の

｢

亦
名｣

と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
母
・
神
功
皇
后
の
武
の
象
徴
と
し

て
の

｢

鞆｣

に
か
か
る
命
名
起
源
は
、
見
た
よ
う
に

｢

こ
の
太
子
の
御
名
、
大
鞆
和
気
命
と
負
は
せ
る
所
以
は
、
初
め
て
生
れ
ま
し

し
時
、
鞆
の
如
き
宍
、
御
腕
に
生
り
き
。
故
、
そ
の
御
名
に
着
け
き｣

と
大
鞆
和
気
命
に
か
け
て
記
述
し
な
が
ら
、
続
け
て

『

記』

は
、｢

亦
名
品
陀
和
気
命｣
を
主
語
と
し
て

｢

こ
こ
を
も
ち
て
腹
に
坐
し
て
国
に
中
り
た
ま
ひ
し
を
知
り
ぬ｣

と
叙
し
て
い
る
。
系

譜
で
は
、
大
鞆
和
気
命
と
品
陀
和
気
命
と
が

｢

亦
名｣

で
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
で
何
の
問
題
も
無
い
よ
う
で
あ
る
が
、｢

亦

名｣

は
既
に
論
証
し
た
よ
う
に

(

２)

、
異
な
る
二
人
物
の
名

(

概
ね
系
譜
の
中
の
人
名
と
物
語
の
主
人
公
の
名)

を
結
合
し
て
一
人
物
の

名
と
し
、
系
譜
と
、
本
来
は
無
関
係
な
物
語

(
旧
辞)

と
を
合
体
さ
せ
る
た
め
の
用
語
で
あ
り
、
後
続
す
る
物
語
は
概
ね

｢

亦
名｣

の
用
い
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の

｢
仲
哀
記｣

で
は
こ
こ
に
非
常
に
気
を
用
い
て
お
り
、
系
譜
条
に
続
く

｢

神
功
皇

后
の
新
羅
征
伐｣

物
語
で
は
、
神
の
言
葉

｢

凡
そ
こ
の
国
は
、
汝
命
の
御
腹
に
坐
す
御
子
の
知
ら
さ
む
国
な
り｣

と
、
質
問
す
る
建

内
宿
禰
の

｢

恐
し
、
我
が
大
神
、
そ
の
神
の
御
腹
に
坐
す
御
子
は
、
何
れ
の
御
子
ぞ
や｣

と
で
は
、
未
だ
誕
生
し
て
い
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、｢

御
子｣

と
の
み
で
あ
る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
続
く

｢
忍
熊
王
の
反
逆｣

物
語
で
も

｢

喪
船
を
一
つ
具
へ
て
、
御
子
を

そ
の
喪
船
に
載
せ
て
、
ま
づ

｢

御
子
は
既
に
崩
り
ま
し
ぬ｣

と
言
ひ
漏
さ
し
め
た
ま
ひ
き｣

も
書
き
出
し
は

｢

御
子｣

で
名
前
は
未

だ
無
い
。
途
中
か
ら

｢

こ
の
時
忍
熊
王
、
難
波
の
吉
師
部
の
祖
、
伊
佐
比
宿
禰
を
将
軍
と
し
、
太
子
の
御
方
は
、
丸
邇
臣
の
祖
、
難

波
根
子
建
振
熊
命
を
将
軍
と
し
き｣

と

｢

太
子｣

と
書
か
れ
て
い
る
。｢

太
子｣
の
称
は
、
前
出
系
譜
条
で

｢

大
鞆
和
気
命
、
亦
名

3



は
品
陀
和
気
命
。
こ
の
太
子
の
御
名
、
大
鞆
和
気
命
と
負
は
せ
る
所
以
は
、
・
・
・｣

の
命
名
起
源
の
物
語
に
、
明
ら
か
に
大
鞆
和

気
命
を
指
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
後
は
、
後
述
す
る
気
比
の
大
神
と
の
名
替
え
の
物
語
で
も

｢

建
内
宿
禰
命
、
そ
の
太
子

を
率
て
、
禊
せ
む
と
し
て
、
淡
海
ま
た
若
狭
国
を
経
歴
し
時｣

と
固
有
の
名
を
出
さ
ず
に
大
鞆
和
気
命
を
暗
示
し
な
が
ら
、｢

亦
名

品
陀
和
気
命｣

を
も
想
起
さ
せ
、
さ
ら
に
続
く

｢

応
神
記｣

の
冒
頭
の

｢

品
陀
和
気
命｣

に
繋
げ
て
、
巧
妙
に

｢

大
鞆
和
気
命｣

か

ら

｢

品
陀
和
気
命｣

へ
の
転
換
を
図
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、｢

鞆｣
の
命
名
の
由
縁
を
語
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
鞆
和
気
命
と
息
長
帯
比
売
命
と
の
母
子
関
係
を
説
明
し
て
、
物
語
中

の

｢

御
子｣

が

｢

大
鞆
和
気
命｣

で
あ
る
と
読
者
に
理
解
さ
せ
、
そ
の
ま
ま

｢

太
子

(

ヒ
ツ
ギ
ノ
ミ
コ)｣

と
書
き
替
え
て
、
天
皇

名
を｢

品
陀
和
気
命｣

と
す
る｢

応
神
記｣

に
重
ね
て
ゆ
く
。
こ
こ
に『

記』

の
主
張
・
手
法
が
明
瞭
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
よ
っ
て

｢

亦
名｣

で

｢
大
鞆
和
気
命｣

に
結
合
さ
れ
た

｢

品
陀
和
気
命｣

と
息
長
帯
比
売
命
と
の
母
子
関
係
が
、
本
来
は
無

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
い
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

三

前
項
で
は

｢

息
長
帯
比
売
命｣

と

｢

品
陀
和
気
命

(
後
の
応
神
天
皇)｣

と
の
間
に
は
、
本
来
、
母
子
関
係
は
存
在
し
な
か
っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
推
測
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の｢

品
陀
和
気
命｣

な
る
御
名
に
は
不
可
解
な
伝
承
が
纏
わ
り
付
い
て
い
る
。

前
節
に
見
た

｢

仲
哀
記｣

に
も
そ
の
片
鱗
が
窺
え
る
が
、
そ
れ
を

『
日
本
書
紀』

は
更
に
明
確
に
表
し
て
い
る
。
既
に
、
前
掲
し
た

吉
井
氏
論
に
適
切
な
分
析
が
あ
る
が
、｢

仲
哀
紀

(

３)｣

二
年
条
の
立
后
記
事
は
、

二
年
の
春
正
月
の
甲
寅
の
朔
甲
子
に
、
気
長
足
姫
尊
を
立
て
て
皇
后
と
す
。
是
よ
り
先
に
、
叔
父
彦
人
大
兄
が
女
大
中
姫
を
娶

4



り
て
妃
と
し
た
ま
ふ
。
�
坂
皇
子
・
忍
熊
皇
子
を
生
む
。
次
に
来
熊
田
造
が
祖
大
酒
主
が
女
弟
媛
を
娶
り
て
、
誉
屋
別
皇
子
を

生
む
。

で
あ
り
、
微
妙
な
点
で

『

記』

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
漢
字
表
記
は
兎
も
角
と
し
て
ホ
ム
ヤ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
は

『

記』

で

は
大
后
・
息
長
帯
比
売
命
の
所
生
で
あ
り
、『

書
紀』

に
そ
の
母
と
記
載
さ
れ
る

｢

来
熊
田
造
が
祖
大
酒
主
が
女
弟
媛｣

は
、『

記』

に
は
見
え
な
い
。
そ
し
て
気
長
足
姫
尊
を｢

皇
后｣

に
立
て
た
こ
と
を
記
し
な
が
ら
、
そ
の
条
で
は
誉
田
天
皇(

記
の
品
陀
和
気
命)

を
生
ん
だ
事
に
は
触
れ
ず
、
後
段
の
神
功
皇
后
摂
政
前
紀
に
至
り
、｢

十
二
月
の
戊
戌
の
朔
辛
亥
に
、
誉
田
天
皇
を
筑
紫
に
生
れ
た

ま
ふ
。
故
、
時
人
、
其
の
産
処
を
号
け
て
宇
瀰
と
曰
ふ
。｣

と
記
し
、
摂
政
三
年
条
に

｢

三
年
の
春
正
月
の
丙
戌
の
朔
戊
子
に
、
誉

田
別
皇
子
を
立
て
て
、
皇
太
子
と
し
た
ま
ふ
。｣

と
展
開
す
る
。

こ
の
立
后
記
事
に
所
生
の
皇
子
の
名
を
記
さ
な
い
の
は
、『

書
紀』

の
書
法
に
照
ら
し
て
極
め
て
異
例
で
、
他
の
天
皇
紀
、
例
え

ば
当
該
の
天
皇
の

｢

応
神
紀｣

を
見
る
と
、

元
年
の
春
正
月
の
丁
亥
の
朔
に
、
皇
太
子
即
位
す
。
是
年
、
太
歳
庚
寅
。

二
年
の
春
三
月
の
庚
戌
の
朔
壬
子
に
、
仲
姫
を
立
て
て
皇
后
と
す
。
后
、
荒
田
皇
女
・
大
鷦
鷯
天
皇
・
根
鳥
皇
子
を
生
れ
ま
せ

り
。
是
よ
り
先
、
天
皇
、
皇
后
の
姉
高
城
入
姫
を
以
て
妃
と
し
て
、
額
田
大
中
彦
皇
子
・
大
山
守
皇
子
・
去
来
真
稚
皇
子
・
大

原
皇
女
・
�
来
田
皇
女
を
生
し
ま
せ
り
。
・
・
・
・
・

で
あ
り
、
次
代
の

｢

仁
徳
紀｣

も

二
年
の
春
三
月
の
辛
未
の
朔
戊
寅
に
、
磐
之
�
命
を
立
て
て
皇
后
と
す
。
皇
后
、
大
兄
去
来
穂
別
天
皇
・
住
吉
仲
皇
子
・
瑞
歯

別
天
皇
・
雄
朝
津
間
稚
子
宿
禰
天
皇
を
生
れ
ま
せ
り
。
又
、
妃
日
向
髪
長
媛
、
大
草
香
皇
子
・
幡
梭
皇
女
を
生
め
り
。
・
・
・
・
・

の
如
く
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
に

『

書
紀』

で
は
、
皇
后
気
長
足
姫
尊
が

｢

生
れ
ま
せ
り｣

と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
に
皇
子
の
名
を
記
さ
ず
、『

記』

で

は
息
長
帯
比
売
命
の
子
・
大
鞆
和
気
命
に

｢

亦
名｣

で
結
合
さ
せ
て
い
る
が
、
肝
腎
な
そ
の
大
鞆
和
気
命
が

『

書
紀』

に
は
記
載
が

無
い
な
ど
の
事
か
ら
推
し
量
る
に
、
ホ
ム
ダ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
旧
来
の
天
皇
家
の
系
譜
に
記
載
さ
れ
た

｢

紀=

気
長
足
姫
尊｣

｢

記=
息
長
帯
比
売
命｣

と
母
子
の
関
係
に
は
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
、
と
い
う
疑
念
が
ま
す
ま
す
強
く
な
る
の
で
あ
る
。

四

｢

記
・
紀｣

に
は
、
ホ
ム
タ
ワ
ケ
の
命
の
御
名
に
関
し
て
は
理
解
し
難
い
物
語
が
幾
つ
か
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
、
第

二
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、『

古
事
記』

中
巻
の
仲
哀
天
皇
条
に
、
息
長
帯
比
売
命
所
生
の

｢

大
鞆
和
気
命｣

に

｢

鞆
の
如
き
宍｣

と

説
明
を
加
え
、
肝
腎
な
応
神
天
皇
の
御
名

｢

品
陀
和
気
命｣

を

〈

亦
名〉

と
し
て
記
載
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を

『

書
紀』

と
照
合
す

る
と
、｢

応
神
紀｣

冒
頭
に

誉
田
天
皇
・
・
・
・
・
既
に
産
れ
ま
せ
る
と
き
に
、
宍
、
腕
の
上
に
生
ひ
た
り
。
其
の
形
、
鞆

(

ほ
む
た)

の
如
し
。
是
、
皇

太
后
の
雄
し
き
装
し
た
ま
ひ
て
鞆

(

ほ
む
た)
を
負
き
た
ま
へ
る
に
肖
え
た
ま
へ
り
。
故
、
其
の
名
を
称
へ
て
、
誉
田
天
皇
と

謂
す
。[

以
下
注=

上
古
の
時
の
俗
、
鞆
を
号
ひ
て
褒
武
多
と
謂
ふ
。〈

以
下
の

｢

一
に
云
は
く
・
・
・｣

は
後
掲〉]

と
い
う
記
事
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
注
は
、｢

鞆｣

を
古
語
で
ホ
ム
タ
と
言
っ
た
の
で
あ
る
と
し
て
、『

古
事
記』

の

｢

大
鞆
和
気
命｣

に
纏
わ
る
伝
を
、『

書
紀』

は
誉
田
天
皇

(

記
＝
品
陀
和
気
命)

に
か
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
だ
か
ら

『

書
紀』

は

｢

大
鞆
和
気
命｣

を
伝
え
る
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
な
る
と
、
一
体

『

記』
『

紀』

ど
ち
ら
の
伝
が
元
な
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て

く
る
。『

書
紀』

に
は
諸
処
に
古
語
が
引
か
れ
て
お
り
、｢

鞆｣

の
古
語

｢

ホ
ム
タ｣

を
知
っ
て
い
た

『

書
紀』

と
し
て
は

｢

大
鞆
和
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気｣

を
出
す
必
要
が
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
知
ら
な
か
っ
た

『

古
事
記』

編
述
者
は
、
二
つ
の
名
を
案
出
し
て

｢

亦
名｣

で

重
ね
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

今
一
つ
は
、
前
掲

『

書
紀』

引
用
文
の

[

上
古
の
時
の
俗
・
・
・]

に
続
く
注
文
で
、

一
に
云
は
く
、
初
め
天
皇
、
太
子
と
為
り
て
、
越
国
に
行
し
て
、
角
鹿
の
笥
飯
大
神
を
拝
祭
み
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
時
に
大

神
と
太
子
と
、
名
を
相
易
へ
た
ま
ふ
。
故
、
大
神
を
号
け
て
、
去
来
紗
別
神
と
曰
す
。
太
子
を
ば
誉
田
別
尊
と
名
く
と
い
ふ
。

然
ら
ば
大
神
の
本
の
名
を
誉
田
別
神
、
太
子
の
元
の
名
を
ば
去
来
紗
別
尊
と
謂
す
べ
し
。
然
れ
ど
も
見
ゆ
る
所
無
く
し
て
、
未

だ
詳
な
ら
ず
。

と
い
う
。『

書
紀』

の
編
述
者
は
丁
寧
で
、
大
神
・
太
子
の
前
名
を
考
え
あ
ぐ
ね
て

｢

未
詳｣

と
加
筆
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
、『

古

事
記』

は
も
っ
と
分
か
り
に
く
い
。｢
応
神
記｣

に
記
載
さ
れ
た
気
比
の
大
神
と
名
を
易
え
る
物
語
で
あ
る
。

故
、
建
内
宿
禰
命
、
そ
の
太
子

(
大
鞆
和
気
命
、
亦
名
品
陀
和
気
命)

を
率
て
、
禊
せ
む
と
し
て
、
淡
海
ま
た
若
狭
国
を
経
歴

し
時
、
高
志
の
前
の
角
鹿
に
仮
宮
を
造
り
て
坐
さ
し
め
き
。
こ
こ
に
其
地
に
坐
す
伊
奢
沙
和
気
大
神
の
命
、
夜
の
夢
に
見
え
て

云
り
た
ま
ひ
し
く
、｢

吾
が
名
を
御
子
の
名
に
易
へ
ま
く
欲
し｣

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
言
祷
き
て
白
し
し
く
、｢

恐
し
、

命
の
随
に
易
へ
奉
ら
む｣

と
ま
を
せ
ば
、
ま
た
そ
の
神
詔
り
た
ま
ひ
し
く
、｢

明
日
の
旦
、
浜
に
幸
で
ま
す
べ
し
。
名
を
易
へ

し
幣
献
ら
む｣

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
そ
の
旦
浜
に
幸
行
で
ま
し
し
時
、
鼻
毀
り
し
入
鹿
魚
、
既
に
一
浦
に
依
れ
り
。
こ
こ

に
御
子
、
神
に
白
さ
し
め
て
云
り
た
ま
ひ
し
く
、｢

我
に
御
食
の
魚
給
へ
り｣

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
ま
た
そ
の
御
名
を
称

へ
て
、
御
食
津
大
神
と
謂
ふ
。

で
あ
る
。
こ
の

『

古
事
記』

の
物
語
で
は
、｢

太
子｣

が

｢

大
鞆
和
気｣

｢
品
陀
和
気｣

ど
ち
ら
を
指
す
の
か
明
確
で
は
な
い
。
系
譜

で
は

｢

大
鞆
和
気｣

が
元
名
で
、｢

こ
の
太
子
の
御
名
、
大
鞆
和
気
命
と
負
は
せ
る
所
以
は
、
・
・｣

と
続
け
、｢

亦
名｣

で

｢

品
陀
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和
気
命｣

を
重
ね
て
い
る
。
だ
と
す
る
と
大
神
の
元
の
名
は
ど
ち
ら
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た

｢

其
地
に
坐
す
伊
奢
沙
和
気
大
神

の
命｣

と
記
さ
れ
た
神
の
名
は
元
の
名
か
、
名
替
え
の
後
の
名
か
。
太
子
の
贈
っ
た
名
に
し
て
は
、
太
子
の
元
の
名
と
し
て
何
処
に

も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、｢

御
食
津
大
神｣

は
単
な
る
称
え
名
か
、
そ
れ
と
も

｢

太
子｣

と
の
替
え
名
か
。『

書
紀』

の
注
の

文
が

｢
未
詳｣

と
記
す
よ
う
に
、
名
替
え
の
仕
組
み
は

｢

記
・
紀｣

共
に
明
瞭
で
は
な
い
。
か
つ
て
は
坂
下
圭
八
氏
か
ら

｢

菜
替
え

の
洒
落｣
と
解
く
説

(

４)

ま
で
出
さ
れ
た
が
、
こ
と
ほ
ど
左
様
に

｢

品
陀
和
気
命｣

の
名
は
、｢

仲
哀
記｣

に
定
着
し
な
い
の
で
あ
る
。

五

｢

垂
仁
記｣

の
帝
紀
的
系
譜
条
の
伊
久
米
伊
理
毘
古
伊
佐
知
命

(

以
下
、
垂
仁
天
皇
と
記
す)

所
生
の
皇
子
・
皇
女
の
中
に
、｢

品

牟
都
和
気
命｣

の
名
が
見
え
る
。

[

Ａ]

こ
の
天
皇
、
沙
本
毘
古
命
の
妹
、
佐
波
遅
比
売
命
を
娶
し
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
品
牟
都
和
気
命

[

一
柱]

こ
の

｢

品
牟
都
和
気
命｣

は
不
安
定
な
皇
子
で
あ
る
。

母
・
佐
波
遅
比
売
命
は
垂
仁
妃
で
、
出
生
は

｢

開
化
記｣

に
[

Ｂ]

若
倭
根
子
日
子
大
毘
毘
命

(

開
化
天
皇)

、
・
・
・
。
次
に
日
子
坐
王
、
・
・
・
ま
た
春
日
の
建
国
勝
戸
売
の
女
、
名
は

本
の
大
闇
見
戸
売
を
娶
し
て
、
生
め
る
子
、
沙
本
毘
古
王
。
次
に
袁
沙
本
王
。
次
に
沙
本
毘
売
命
、
亦
の
名
は
佐
波
遅
比
売

[

こ
の
沙
本
毘
売
命
は
、
伊
久
米
天
皇

(

垂
仁
天
皇)

の
后
と
な
り
き]

。

と
明
記
さ
れ
て
、[

Ｂ]

系
譜
の
中
で
は
沙
本
毘
売
命
の
亦
名
で
あ
る
か
ら
、
次
々
代
の
系
譜
で
あ
る

[

Ａ]

に

｢

亦
名
・
佐
波
遅

比
売｣

が
用
い
ら
れ
て
当
然
で
は
あ
る
が
、｢

沙
本
毘
売
命｣

の
名
で

｢

伊
久
米
天
皇
の
后
と
な
り
き｣

の
注
の
付
さ
れ
て
い
る
の
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も
異
例
で
あ
る
。
皇
女
が
后
妃
に
な
っ
た
こ
と
を
注
し
た
例
も
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も

[

Ａ]

も

｢

開
化
記｣

の
系
譜
で
あ
っ
て

み
れ
ば
、
妃
に

｢

亦
名｣

を
用
い
る
こ
と
に
疑
問
無
し
と
し
な
い
。
そ
し
て
後
の

｢

垂
仁
記｣

の
物
語
に
な
る
と
、〈

系
譜
は
元
の

名
、
旧
辞
的
説
話
は
亦
名〉

の
原
則
を
外
れ
て
、
元
の
名
の

｢

沙
本
毘
売｣

で
物
語
は
展
開
し
て
い
る
。

ま
た
、
れ
っ
き
と
し
た
開
化
天
皇
の
皇
女
で
あ
り
な
が
ら
、
引
用
し
た

｢

垂
仁
記｣

に
は

｢

沙
本
毘
古
の
妹｣

と
記
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
他
の
天
皇
記
を
検
す
る
と
、
例
え
ば
下
巻
に
は
、

◎(

仁
賢)
天
皇
、
大
長
谷
若
建

(

雄
略)

天
皇
の
御
子
、
春
日
大
郎
女
を
娶
し
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
・
・
・
手
白
髪
郎

女
。
小
長
谷
若
雀
命

(

武
烈
天
皇)

。

◎(

継
体)

天
皇
、
・
・
・
ま
た
意
祁

(

仁
賢)

天
皇
の
御
子
、
手
白
髪
命
を
娶
し
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
天
国
押
波
流
岐

広
庭
命

(

欽
明
天
皇)

。

◎(

宣
化)

天
皇
、
意
祁

(

仁
賢)
天
皇
の
御
子
、
橘
の
中
比
売
命
を
娶
し
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
石
比
売
命
。
・
・
・

◎(

欽
明)

天
皇
、
檜
�(

宣
化)
天
皇
の
御
子
、
石
比
売
命
を
娶
し
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
八
田
王
。
次
に
、
沼
名
倉
太

玉
敷
命

(

敏
達
天
皇)

。

な
ど
と
見
え
、
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
天
皇
を
立
て
て

｢
そ
の
御
子｣

と
書
く
の
が
通
例
な
の
で
あ
る
。

『

古
事
記』

の
物
語
で
は
、｢

開
化
天
皇
の
御
子｣

と
は
書
か
れ
て
い
な
い
沙
本
毘
売
が
、
垂
仁
天
皇
の
御
子
を
身
籠
り
な
が
ら
、

兄
・
沙
本
毘
古
の
命
に
よ
り
天
皇
を
殺
そ
う
と
し
て
果
た
せ
ず
、
兄
の
叛
乱
に
与
し
て
稲
城
に
こ
も
る
。
天
皇
の
軍
に
攻
め
ら
れ
て

稲
城
ご
と
焼
か
れ
る
。
こ
れ
が

｢

開
化
天
皇
の
御
子｣

と
書
か
れ
な
か
っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
時
、
生
ま
れ
た
御
子
を
稲
城

の
外
に
出
し
天
皇
に
託
す
。
引
き
続
く
物
語
は
、

ま
た
天
皇
、
そ
の
后
に
命
詔
り
し
た
ま
ひ
し
く
、｢

凡
そ
子
の
名
は
必
ず
母
の
名
づ
く
る
を
、
何
と
か
こ
の
子
の
御
名
を
ば
称
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さ
む｣

と
の
り
た
ま
ひ
き
。
こ
こ
に
答
へ
て
白
し
し
く
、｢

今
、
火
の
稲
城
を
焼
く
時
に
当
た
り
て
、
火
中
に
生
れ
ま
し
つ
。

故
、
そ
の
御
名
は
本
牟
智
和
気
の
御
子
と
称
す
べ
し｣

と
白
し
き
。

と
、
ホ
ム
チ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
の
誕
生
を
語
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
本
来
は
、
垂
仁
天
皇
の
后
・
佐
波
遅
比
売
命
が
御
子
を
産
む
と
い
う

｢

火
中
出
生
譚｣

で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
を
、
母
后
佐
波
遅
比
売
命
を
元
の
名
沙
本
毘
売
命
に
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ホ
ム
チ
ワ

ケ
ノ
ミ
コ
ト
を
反
逆
者
の
御
子
に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。
何
の
た
め
に
。
こ
れ
が
問
題
で
あ
る
。

誕
生
し
た
御
子

(
ホ
ム
チ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト)

は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
物
が
言
え
な
か
っ
た
。｢

記｣

本
文
は

｢

真
事
と
は
ず｣

と
記
す
。
父
・
天
皇
は
心
を
痛
め
て
、
夢
に
神
の
覚
し｢

我
が
宮
を
天
皇
の
御
舎
の
如
修
理
り
た
ま
は
ば
、
御
子
必
ず
真
事
と
は
む｣

を
得
る
。
神
は
出
雲
の
大
神
で
あ
っ
た
。
天
皇
は
御
子
に
曙
立
王
・
菟
上
王
の
二
王
を
副
え
て
、
出
雲
に
大
神
を
拝
み
に
遣
わ
し
た
。

そ
の
結
果
、｢

大
神
を
拝
み
た
ま
ひ
し
に
よ
り
て
、
大
御
子
物
詔
り
た
ま
ひ
き
。
故
、
参
上
り
来
つ｣

と
い
う
事
に
な
る
。
お
よ
そ

五
百
五
十
字
を
費
や
し
た
非
常
に
長
い
物
語
で
あ
り
、
結
果
は
上
々
、
最
後
に
御
子
は

｢

大
御
子｣

と
表
記
さ
れ
て
も
い
る
。
こ
れ

だ
け
の
条
件
が
あ
れ
ば
、
ホ
ム
チ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
父
・
垂
仁
天
皇
の
崩
御
後
に
皇
位
を
継
承
し
た
と
い
う
記
事
を
想
定
す
る
の

で
あ
る
が
、
に
も
拘
ら
ず
こ
の
ホ
ム
チ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
は
、
後
段
の
物
語
に
は
一
切
関
わ
り
が
無
く
、｢

記｣

中
に
は
二
度
と
登
場

し
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
推
定
す
る
に
、
本
来
は
皇
位
に
即
い
た
筈
の
ホ
ム
チ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
を
、｢

皇
位
を
継
承
し
な
か
っ

た｣

事
と
す
る
た
め
に
、
沙
本
毘
古
・
沙
本
毘
売
兄
妹
の
反
逆
物
語
を
利
用

(

あ
る
い
は
創
作)

し
て
、
反
逆
者
后
の
御
子
だ
か
ら

と
、
そ
の
理
由
を
提
示
し
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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六

こ
の
ホ
ム
チ
ワ
ケ
ノ
ミ
コ
ト
の
名
の
表
記
の
用
字
の
相
違
は
注
目
に
値
す
る
。｢

垂
仁
記｣

系
譜
条
で
は

｢

品
牟
都
和
気
命｣

と

記
さ
れ
て
い
る
が
、
続
く

｢

沙
本
毘
古
王
の
反
逆｣

物
語
で
は

｢

本
牟
智
和
気｣

と
記
さ
れ
て
微
妙
な
相
違
を
見
せ
て
い
る
。｢

品｣

｢

本｣

は
と
も
に｢
ホ｣

と
読
む
こ
と
に
問
題
は
無
い
が
、
三
番
目
の
文
字
が
不
安
定
で
、｢

都｣

と｢

智｣

と
の
書
き
別
け
が
あ
り
、

こ
れ
は
読
み
も

｢

ツ｣
と

｢

チ｣

と
の
区
別
が
あ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

第
二
十
五
代
武
烈
天
皇
に
太
子
が
無
く
、
天
皇
の
崩
御
後
、｢

故
、
品
太

(

応
神)

天
皇
の
五
世
の
孫
、
袁
本
杼
命
を
近
つ
淡
海

国
よ
り
上
り
ま
さ
し
め
て
、
・
・
・
天
の
下
を
授
け
奉
り
き｣

と
な
る
。
続
く

｢

継
体
記｣

も
冒
頭
に
、｢

品
太
王
の
五
世
の
孫
、

袁
本
杼
命｣

と
記
し
て
相
違
は
な
い
。
そ
こ
で

｢

応
神
記｣

を
検
す
る
に
、
こ
の
事
を
語
る
記
載
は
な
い
。｢

応
神
記｣

冒
頭
の
系

譜
条
に
、

品
陀
和
気
命
、
・
・
・
ま
た
咋
俣
長
日
子
王
の
女
、
息
長
真
若
中
比
売
を
娶
し
て
、
生
み
ま
せ
る
御
子
、
若
沼
毛
二
俣
王[

一
柱]

の
記
事
が
み
ら
れ
、
こ
の
系
譜
は

｢

応
神
紀｣

で
も

二
年
の
春
三
月
の
庚
戌
の
朔
壬
子
に
、
仲
姫
を
立
て
て
皇
后
と
す
。
・
・
・
天
皇
・
・
・
。
次
妃
、
河
派
仲
彦
の
女
弟
媛
、
稚

野
毛
二
派
皇
子
を
生
め
り
。

と
、
用
字
を
異
に
し
な
が
ら
同
様
な
伝
を
記
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
後

『

記』

は
独
自
に
、｢

応
神
記｣

末
、
つ
ま
り
中
巻
末
に
そ
の

〈

若
沼
毛
二
俣
王〉

の
系
譜
を
天
皇
の
系
譜
か
ら

独
立
さ
せ
て
記
載
し
て
い
る
。
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ま
た
こ
の
品
陀
天
皇
の
御
子
、
若
野
毛
二
俣
王
、
そ
の
母
の
弟
、
百
師
木
伊
呂
弁
、
亦
の
名
は
弟
日
売
真
若
比
売
命
を
娶
し
て
、

生
め
る
子
、
大
郎
子
、
亦
の
名
は
意
富
富
杼
王
。(

以
下
略)

こ
の
系
譜
に
見
ら
れ
る

｢

意
富
富
杼
王
＝
オ
ホ
ホ
ド
の
王｣

に

｢

袁
本
杼
命
＝
ヲ
ホ
ド
の
命｣

と
の
繋
が
り
を
感
じ
取
る
の
で
あ

り
、
卜
部
兼
方
も
そ
こ
に
ヒ
ン
ト
を
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
著

『

釈
日
本
紀』

巻
第
十
三
の
述
義
九
に
は
、｢

上
宮
記
に
曰

く｣

と
し
て
、

一
に
云
ふ
。
凡
牟
都
和
希
王
、
�
俣
那
加
都
比
古
の
女
子
、
名
は
弟
比
売
麻
和
加
に
娶
ひ
て
生
め
る
児
若
野
毛
二
俣
王

(

＝
原

漢
文
、
以
下
略)

の
一
文
を
引
用
し
て
い
る

(

５)
。
こ
の

｢

上
宮
記｣

逸
文
の

｢

凡
牟
都
和
希
王｣

が

｢

王｣

と
称
さ
れ
て
い
て
も
応
神
天
皇

〈

紀
＝
品
陀

天
皇〉

〈

記
＝
品
陀
和
気
命〉
で
あ
る
こ
と
に
相
違
は
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
か
つ
て
黛
弘
道
氏
は

｢(

イ)
(

注
、
凡
牟
都
和
希

王)

は

｢

ホ
ム
ツ
ワ
ケ｣

と
訓
め
る
か
ら
、
垂
仁
天
皇
の
皇
子
誉
津
別
皇
子
の
こ
と
と
思
わ
れ
よ
う
が
、
文
章
全
体
か
ら
考
え
て
こ

こ
は
応
神
天
皇
の
こ
と
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣

と
、
全
面
的
に

『

書
紀』

に
依
拠
し
て
断
定
し
、
さ
ら
に

｢

ホ
ム
ツ
ワ
ケ｣

と
訓
ん
で
垂
仁
皇
子
に
当
て
る
考
え
を
否
定
し
た
。
そ
し
て
、

都
を
ツ
と
訓
ま
ず
に
タ
と
訓
む
の
は
推
古
朝
乃
至
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
い
わ
れ
る
し
、
ワ
ケ
の
希
の
用
字
も
気
よ
り
古
い
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。
総
じ
て
凡
牟
都
和
希
の
表
記
は
推
古
朝
乃
至
そ
れ
以
前
の
古
い
用
字
法
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
記

紀
の
そ
れ
よ
り
古
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

と
説
い
た

(

６)

。
後
、
さ
ら
に
考
え
を
改
め
て
一
文

(

７)

を
草
し
、

凡
牟
都
和
希
に
つ
い
て
前
回
は
こ
れ
を

｢

ホ
ム
タ
ワ
ケ｣

と
訓
み

｢
ホ
ム
チ
ワ
ケ｣

と
す
べ
き
で
は
な
い
、
ま
た
都
を
タ
と
訓

む
の
は
推
古
朝
乃
至
そ
れ
以
前
の
こ
と
と
い
わ
れ
る

(

大
野
晋
氏
の
御
教
示
に
よ
っ
た)

と
し
た
が
、
小
島
憲
之
氏
か
ら
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｢『

ホ
ム
タ
ワ
ケ』

が
正
し
い
と
し
て
も

『

都』

を
タ
と
よ
む
こ
と
に
は
や
は
り
疑
問
が
あ
り
ま
す
。
原
文
の
誤
記
と
み
た
ら
ど

う
で
せ
う
か｣

と
の
御
批
判
を
い
た
だ
い
た
。
都
を
タ
と
訓
め
る
か
ど
う
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
私
に
こ
れ
を
判
断
す
る
能
力

も
資
格
も
な
い
の
で
、
今
は
こ
れ
を
一
応
保
留
に
し
て
お
き
た
い
。(

下
略)

と
見
解
を
保
留
し
た
。
し
か
し
こ
れ
は
不
審
で
あ
る
。
問
題
は

｢

上
宮
記｣

逸
文
に
見
ら
れ
る

｢

凡
牟
都
和
希
王｣

の
第
三
字
目

｢

都｣

は
何
と
読
む
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
普
通
は
応
神
天
皇
と
し
て

｢

ホ
ム
タ
ワ
ケ｣

と
読
も
う
と
す
る
か
ら
困

惑
す
る
の
で
あ
る

(
８)
。
も
し

｢

都｣

を

｢

タ｣

と
訓
む
と
し
た
ら
、
引
用
文
の

｢

凡
牟
都
和
気
王｣

の
下
、
王
の
后
の
父
に
当
た
る

｢

�
俣
那
加
都
比
古｣
の

｢
都｣

を
ど
う
訓
む
つ
も
り
な
の
か
。
ま
さ
か

｢

ク
ヒ
マ
タ
ナ
カ
タ
ヒ
コ｣

と
は
読
め
ま
い
。
ど
う
読
ん

で
も

｢

ナ
カ
ツ
ヒ
コ｣

で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
の
応
神
天
皇
に
当
た
る
と
さ
れ
る

｢

凡
牟
都
和
気
王｣

も
必
然
的
に

｢

ホ
ム
ツ
ワ

ケ
ノ
ミ
コ｣

と
読
む
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
黛
氏
の
言
は
続
く
。

ま
た
、
こ
れ
を
文
字
通
り｢

ホ
ム
ツ
ワ
ケ｣

と
訓
ん
で
垂
仁
天
皇
御
子
誉
津
別
の
こ
と
と
解
す
る
説
も
あ
る
や
に
聞
い
て
い
る
。

も
し
そ
う
な
ら
、
継
体
天
皇
は
父
系
も
母
系
も
垂
仁
天
皇
か
ら
出
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
場
合
、
父
系
を
記
す
に
は
誉

津
別
皇
子
よ
り
は
じ
め
、
母
系
を
記
し
て
は
垂
仁
天
皇
よ
り
は
じ
め
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
や
や
不
自
然
な
感
を
免
れ
な
い
。

継
体
天
皇
の
父
系
は
何
天
皇
に
は
じ
ま
る
か
が
今
問
題
に
し
て
い
る
系
譜
記
載
の
大
眼
目
で
あ
る
べ
き
筈
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を

母
系
の
み
垂
仁
天
皇
の
裔
で
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
と
い
う
の
は
い
わ
れ
の
な
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。｢

ホ
ム
ツ
ワ
ケ｣

と
訓
む
説
に
も
や
は
り
難
点
の
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し

｢

凡
牟
都
和
希
王｣

を
応
神
の
こ
と
と
解
す
る
説
に
も

難
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
先
に
触
れ
た
訓
み
の
問
題
は
姑
く
措
く
と
し
て
も

｢

凡
牟
都
和
希
王｣

に
は
王
と
あ
っ
て
、
大

王
と
な
い
の
が
気
に
な
る
。
い
っ
ぽ
う
で
は

｢

伊
久
牟
尼
利
比
古
大
王｣
と
明
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
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｢

凡
牟
都
和
希
王｣

を
応
神
天
皇
と
解
す
る
立
場
か
ら
は
、｢

大｣

の
字
が
転
写
の
際
に
脱
落
し
た
も
の
と
す
る
か
、
な
い
し
、

両
者
は
全
く
別
系
統
の
史
料
に
も
と
づ
く
と
で
も
解
す
る
他
は
あ
る
ま
い
。
他
に
も
用
字
の
一
定
し
な
い
箇
所
は
多
く
あ
り
、

も
と
も
と
こ
の
系
譜
記
事
が
、
各
種
史
料
か
ら
合
成
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
も
注
意
し
て
お
き
た
い

(

９)

。

長
い
引
用
に
な
っ
た
が
問
題
と
す
る
事
は
無
い
。
こ
の

｢

上
宮
記｣

逸
文
は
、
品
牟
都
和
気
王
と
応
神
天
皇
ホ
ム
ダ
ワ
ケ
と
が
同
一

人
物
で
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
れ
は
、
垂
仁
天
皇
皇
子
品
牟
都
和
気
命
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の

『
釈
日
本
紀』

で
は
、
卜
部
兼
方
が

『

日
本
書
紀』

継
体
天
皇
の

｢

応
神
天
皇
五
世
孫｣

を
注
釈
す
る
た
め
に
引
用

し
た
も
の
で
あ
り
、
当
然

｢

凡
牟
都
和
希
王｣

は

｢

記
・
紀｣

に
合
わ
せ
て
応
神
天
皇
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
訓
み
を

根
拠
に
考
え
れ
ば
、
本
稿
で
す
で
に
論
述
し
た
よ
う
に
、『

記』

の

｢

品
牟
都
和
気
命｣

の
位
置
付
け
が
不
明
確
で
あ
り
、
系
譜
と

物
語
と
を
付
け
合
わ
せ
て
検
討
す
る
と
、
垂
仁
天
皇
御
子
品
牟
都
和
気
命
が
皇
位
に
即
い
て

｢

凡
牟
都
和
希
王

(

＝
応
神
天
皇)｣

に
な
っ
た
と
考
え
る
道
筋
が
立
つ
の
で
あ
る
。
さ
す
れ
ば
、
継
体
天
皇
の
父
系
も
母
系
も
天
皇
と
な
り
、
黛
氏
の
い
う

｢

不
自
然
な

感｣

は
解
消
さ
れ
よ
う
。｢

記
・
紀｣

と
相
違
す
る
そ
の
よ
う
な
系
譜
が
何
時
頃
存
在
し
た
か
と
問
わ
れ
れ
ば
、｢

タ
の
訓
読
が
推
古

朝
の
特
色
を
呈
し
て
い
る｣

と
す
る
黛
氏
説
に
則
り
、『

日
本
書
紀』

推
古
天
皇
二
十
八
年
是
歳
条
記
載
の
皇
太
子

(

聖
徳
太
子)

と
嶋
大
臣
と
が
共
に
議
し
て
録
し
た
と
い
う｢

天
皇
記
及
び
国
記
、
臣
連
伴
造
国
造
百
八
十
部
併
て
公
民
等
の
本
記｣

の｢

天
皇
記｣

が
候
補
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
そ
れ
が

｢

記
・
紀｣

の
よ
う
に
改
め
ら
れ
る
の
は
お
よ
そ
天
武
朝
、
あ
る
い
は
天
武
十
年
の
川
嶋
皇
子

ら
に
よ
る

｢

帝
紀
及
び
上
古
諸
事
記
定｣

の
折
で
で
も
あ
っ
た
ろ
う
か
。
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七

垂
仁
天
皇
御
子
品
牟
都
和
気
命
は
、
皇
位
に
就
く
に
相
応
し
く
神
の
加
護
を
得
て
�
が
治
る
と
い
う
奇
跡
の
長
大
な
成
長
物
語
を

有
し
な
が
ら
、
皇
位
に
即
い
た
と
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
御
子
の
�
が
治
っ
て
以
後
の
結
末
が『

記』

に
は
書
か
れ
ず
じ
ま
い
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
、
母
后
が
謀
叛
に
与
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
さ
し
く
廃
嫡
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
元
は
、
天

皇
位
に
即
い
た
と
い
う
語
り
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

そ
の
品
牟
都
和
気
命
と
品
陀
和
気
命

(

応
神
天
皇)

と
を
分
け
た
の
は
、
垂
仁
天
皇
と
応
神
天
皇
と
の
間
に
景
行
・
成
務
・
仲
哀

の
三
天
皇
を
組
み
入
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

中
国
の
正
史
の
一
、『

隋
書』

を
紐
解
く
。
そ
の
巻
八
十
一
の
東
夷
伝
倭
国
の
条
は

開
皇
二
十
年
、
倭
王
あ
り
、
姓
は
阿
毎
、
字
は
多
利
思
比
孤
、
阿
輩
�
弥
と
号
す
。
使
を
遣
わ
し
て
闕
に
詣
る
。
上
、
所
司
を

し
て
そ
の
風
俗
を
訪
わ
し
む
。
使
者
言
う
、｢
倭
王
は
天
を
以
て
兄
と
な
し
、
日
を
以
て
弟
と
な
す
。
天
未
だ
明
け
ざ
る
時
、

出
で
て
政
を
聴
き
跏
趺
し
て
坐
し
、
日
出
ず
れ
ば
便
ち
理
務
を
停
め
、
い
う
我
が
弟
に
委
ね
ん
と｣

と
。
高
祖
い
わ
く
、｢

こ

れ
大
い
に
義
理
な
し｣

と
。
こ
こ
に
お
い
て
訓
え
て
こ
れ
を
改
め
し
む

(

�)

。

で
あ
る
。｢

開
皇｣

は
隋
の
高
祖
文
帝
の
治
世
の
年
号
、
西
暦
六
〇
〇
年
、
日
本
で
は
推
古
天
皇
八
年
で
あ
る
。
倭
王
の
名
は
ア
メ

タ
ラ
シ
ヒ
コ
、
こ
れ
に
注
し
て
石
原
氏
は
、｢

タ
リ
シ
ヒ
コ

(

足
彦
、
帯
彦)

か｣

と
述
べ
た
上
で
旧
説
を
、

第
一
、
こ
れ
は
男
性
の
よ
び
か
た
で
、
女
帝
の
推
古
天
皇

(

豊
御
食
炊
屋
姫
ト
ヨ
ミ
ケ
カ
シ
キ
ヤ
ヒ
メ)

の
言
を
う
つ
し
た
と

思
わ
れ
ぬ
か
ら
、
つ
ぎ
の
舒
明
天
皇

(

息
長
足
日
広
額
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
ヒ
ロ
ヌ
カ)

と
混
同
し
た
。
第
二
、
こ
の
時
の
使
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者
を
小
野
妹
子
と
し
、
そ
の
出
自
は
孝
昭
天
皇
の
皇
子
天
帯
彦
国
押
人
命

(

ア
メ
ノ
タ
リ
シ
ヒ
コ
ク
ニ
オ
シ
ヒ
ト
ノ
ミ
コ
ト)

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
と
混
同
し
た
。

と
紹
介
し
た
が
、
第
一
の
説
は
考
え
る
ま
で
も
な
い
。
推
古
天
皇
の
御
世
に
、
次
に
誰
が
皇
位
に
即
く
か
な
ど
全
く
判
っ
て
い
な
か
っ

た
の
で
あ
る
か
ら
。
第
二
の
説
は
一
考
の
余
地
が
あ
る
が
、
今
は
不
問
に
し
て
お
く
。
石
原
氏
は
続
け
て

私
見
で
は
天
皇
の
諱
に
足
彦
と
い
う
の
が
多
い
か
ら
、
阿
毎
多
利
思
比
孤
は
天
足
彦
で
一
般
天
皇
の
称
号
で
あ
ろ
う
。

と
い
う
。
確
か
な
見
解
で
あ
る
。
た
だ

｢

足
彦
と
い
う
の
が
多
い｣

と
い
う
の
は
如
何
か
。『

記』

三
十
三
代
の
天
皇
の
内
タ
ラ
シ

は
四
天
皇
で
あ
る
。｢
一
般
天
皇
の
称
号｣

と
い
う
の
も
一
考
を
要
す
る
。
近
時

｢

天
皇｣

の
称
は
天
武
朝
に
始
ま
り
、
そ
れ
以
前

は
大
王
と
称
し
た
と
い
う
。
そ
の
大
王
つ
ま
り
倭
王
の
通
称
が

｢

ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ｣

で
は
な
か
っ
た
の
か
。
歴
代
が

｢

タ
ラ
シ
ヒ

コ｣

と
称
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
名
残
を
景
行
・
成
務
・
仲
哀
の
三
天
皇
に
見
る
。
他
に
も
う
一
代
、
前
記
し
た

〈

第
二
の
旧
説〉

に
関
わ
る
が
、
第
六
代
孝

安
天
皇
も
大
倭
帯
日
子
国
押
人
命
と
タ
ラ
シ
ヒ
コ
の
諱
を
も
つ
。
し
か
し
、
こ
の
天
皇
は
欠
史
八
代
の
中
の
天
皇
で
、
そ
の
御
名
の

由
来
は
定
か
で
は
な
い
。
景
行
以
下
の
三
天
皇
は
、
景
行
天
皇
＝
大
帯
日
子
淤
斯
呂
和
気
天
皇
、
成
務
天
皇
＝
若
帯
日
子
天
皇
、
仲

哀
天
皇
＝
帯
中
日
子
天
皇
と
、
大
・
若
・
中
の
対
応
も
保
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。｢

帯｣

字
の
特
異
さ
に
つ
い
て
は

『

記』

序
第

三
段
に
も
、

ま
た
姓
に
お
き
て
日
下
を
玖
沙
訶
と
謂
ひ
、
名
に
お
き
て
帯
の
字
を
多
羅
斯
と
謂
ふ
。
か
く
の
如
き
類
は
、
本
の
随
に
あ
ら
た

め
ず
。

と

｢

帯｣

字
を
タ
ラ
シ
と
訓
む
こ
と
が
、
当
時
既
に
慣
用
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
一
文
が
あ
り
、｢

倭
国
の
大
王
の
御
名
は
タ

ラ
シ
ヒ
コ｣

と
言
い
習
わ
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
こ
の
三
天
皇
は

『

古
事
記』

の
記
載
様
式
の
上
で
、
他
に
も
特
異
な
点
を
有
し
て
い
る
。
各

｢

天
皇
記｣

の
冒
頭
は
、
帝

紀
の
形
式

(

�)

と
し
て
天
皇
の
御
名
を
記
す
が
、
そ
の
御
名
は
普
通｢

・
・
・
命｣

で
あ
る
。
そ
れ
が
中
巻
で
は
当
該
三
天
皇
が｢

・
・
・

天
皇｣
と
記
さ
れ
て
い
る
。
他
に
下
巻
の
欽
明
・
崇
峻
の
両
天
皇
が

｢

・
・
・
天
皇｣

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、｢

帯｣

の
称
を
も
ち

｢

天
皇｣
と
記
さ
れ
る
両
様
の
特
異
性
を
も
つ
の
は
景
行
・
成
務
・
仲
哀
の
三
天
皇
だ
け
で
あ
る
。

ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
が
倭
国
大
王
の
抽
象
的
御
名
で
あ
っ
た
こ
と
を
裏
書
き
す
る
よ
う
に
、
帯
三
代
の
天
皇
は
、
始
祖
大
王
的
伝
承

を
有
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
古
く
は
ア
メ
タ
ラ
シ
ヒ
コ
一
代
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
や
が
て
為
事
の
分
担
を
図
っ
て

｢

大｣

と

｢

若｣

と
に
分
割
さ
れ
る
。
そ
し
て

｢

大
タ
ラ
シ
ヒ
コ｣

は
、
皇
子
に
征
西
・
東
伐
を
命
じ
て
版
図
の
拡
大
を
成
し
遂
げ
て
、
八
十
人
の
御

子
の
内
三
子
を
手
許
に
残
し

｢
そ
れ
よ
り
余
の
七
十
七
王
は
、
悉
に
国
々
の
国
造
、
ま
た
和
気
、
ま
た
稲
置
、
県
主
に
別
け｣

て
支

配
体
制
を
作
り
上
げ
、
後
継

｢
ワ
カ
タ
ラ
シ
ヒ
コ｣

は

｢

大
国
小
国
の
国
造
を
定
め
、
ま
た
国
々
の
堺
、
ま
た
大
県
小
県
の
県
主
を

定
め｣

て
支
配
体
制
を
確
立
し
た
。
さ
ら
に
神
話
的
大
王
像
は
海
外
征
覇
を
も
視
野
に
入
れ
て｢

中
タ
ラ
シ
ヒ
コ｣

を
分
立
さ
せ
た
。

｢

大
・
中
・
若｣

と
な
ら
ず
に

｢

大
・
若
・
中｣

と
並
ん
だ
の
は
、
こ
の
構
想
に
拠
る
結
果
で
あ
っ
た
ろ
う
。

八

こ
う
し
て
作
ら
れ
た

｢

タ
ラ
シ
ナ
カ
ツ
ヒ
コ
＝
第
十
四
代
仲
哀
天
皇｣

は
、
西
方
に

｢

目
の
炎
輝
く
種
々
の
珍
し
き
宝
、
多
に
そ

の
国
に
あ
り｣

と
神
か
ら
教
え
を
受
け
な
が
ら
、
神
託
を
疑
い
、
あ
え
な
く
崩
御
と
な
る
。
あ
と
を
託
さ
れ
た
皇
后
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ

シ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト
は
神
の
子
を
身
籠
り
な
が
ら
、
神
の
加
護
を
得
て
新
羅
・
百
済
を
征
討
し
、
九
州
に
帰
還
し
て
出
産
す
る
。
こ
の

御
子
が
ホ
ム
タ
ワ
ケ
で
、
本
稿
第
二
項
に
述
べ
た
よ
う
に
、『

記』

で
は
、
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
の
武
威
が

｢

鞆
の
如
き
宍｣

と
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な
り

｢

御
腕
に
生
り｣

、
太
子
を
大
鞆
和
気
命
と
命
名
す
る
機
縁
と
な
っ
た
。
品
陀
和
気
命
は
、
そ
の
大
鞆
和
気
命
の

｢

亦
名｣

と

し
て
記
載
さ
れ
る
と
い
う
不
自
然
な
姿
を
留
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て『

書
紀』
｢

応
神
紀｣

で
は
、｢

大
鞆
和
気
命｣

の
名
を
出
さ
ず
、

初
め
か
ら
ホ
ム
タ
天
皇
の
名
で
通
し

｢

上
古
の
時
の
俗
、
鞆
を
号
ひ
て
ホ
ム
タ
と
謂
ふ｣

と
付
注
し
て
、
整
形
の
跡
が
著
し
い
。

応
神
天
皇
の
位
置
付
け
の
諸
問
題
は
こ
こ
に
源
を
発
す
る
。

こ
の
御
子
を
、
鎮
懐
石
説
話
を
語
っ
て
す
ん
な
り
と
仲
哀
天
皇
の
御
子
に
は
位
置
づ
け
ず
、
オ
キ
ナ
ガ
タ
ラ
シ
ヒ
メ
の
御
子
か
ら

も

｢

亦
名｣

を
用
い
て
一
歩
を
隔
て
た
よ
う
に
記
し
た
の
は
、
本
来
親
子
関
係
が
な
い
ホ
ム
タ
ワ
ケ
を
、
景
行
・
成
務
・
仲
哀
の
三

天
皇
を
、
無
理
に
垂
仁
天
皇
と
そ
の
御
子
応
神
天
皇
と
の
間
に
割
り
込
ま
せ
た
工
作
の
必
要
上
、
垂
仁
皇
子
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
を
、
仲
哀
・

神
功
の
御
子
ホ
ム
タ
ワ
ケ
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
請
に
応
え
た
結
果
の
表
現
だ
か
ら
で
あ
る
。

本
稿
の
主
題
か
ら
外
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
景
行
・
成
務
・
仲
哀
の
三
天
皇
を
、〈

何
の
た
め
に
天
皇
の
世
系
に
組
み
込
ん
だ
の

か〉

と
い
う
疑
問
に
対
し
て
は
、
万
世
一
系
の
皇
統
を
、
よ
り
長
く
よ
り
豊
か
に
し
て
、
天
皇
家
の
尊
厳
性
を
高
め
、
権
威
づ
け
る

こ
と
を
図
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
、
と
答
え
て
お
き
た
い
。

[

完]

【
註
】

(

１)

吉
井
巌
著

『

天
皇
の
系
譜
と
神
話』

に
初
出
、
因
み
に
本
書
は
旧
漢
字
・
旧
仮
名
遣
い
で
あ
る
。
引
用
す
る
に
当
た
っ
て
は
常
用
漢
字
に
改

め
た
。
昭
和
四
十
二
年
十
一
月
刊
。

(

２)

拙
稿

｢

亦
名
を
通
し
て
見
た
古
事
記
神
話
構
造
の
外
観
的
考
察｣

『
名
城
大
学
人
文
紀
要』

八
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
刊
、
お
よ
び

｢

古
事

記
系
譜
に
於
け
る
一
問
題
―
中
・
下
巻
に
見
ら
れ
る

｢

亦
名｣

の
意
味｣

『
國
學
院
雑
誌』

六
六
―
一
一
、
昭
和
四
十
年
三
月
刊
。
纏
め
て
拙

著

『

古
事
記
説
話
の
研
究』

、
昭
和
四
十
五
年
十
一
月
刊
。
後
に

『

菅
野
雅
雄
著
作
集』

第
一
巻

｢

古
事
記
論
叢
Ⅰ
系
譜｣

に
収
め
る
。
平
成
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十
六
年
一
月
刊
。

(
３)

『

日
本
書
紀』

の
引
用
文
な
ら
び
に
訓
読
文
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系

『

日
本
書
紀
上』

昭
和
四
十
三
年
六
月
刊
。

(
４)
坂
下
圭
八

｢

品
陀
太
子
・
気
比
大
神
易
名
説
話｣

、『

東
京
経
済
大
学
人
文
自
然
科
学
論
集』

６
１
、
昭
和
五
十
七
年
九
月
。

(

５)
書
き
下
し
は
、
黛
弘
道

｢

継
体
天
皇
の
系
譜
に
つ
い
て
の
再
考｣
『

律
令
国
家
成
立
史
の
研
究』

所
収
論
文
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
刊
。

こ
の

｢
上
宮
記｣

に
関
し
て
は
真
贋
に
い
ま
だ
定
説
を
見
な
い
が
、
同
氏
は
、
用
字
は
推
古
朝
遺
文
以
上
の
古
体
を
と
ど
め
る
と
し
て
偽
諸
説

を
否
定
し
て
い
る
。
本
稿
は
、
一
先
ず
黛
説
を
容
認
し
て
お
く
。

(

６)

黛
弘
道

｢

継
体
天
皇
の
系
譜
に
つ
い
て
ー

『

釈
日
本
紀』

所
引
上
宮
記
逸
文
の
研
究
―｣

、『

学
習
院
史
学』

第
五
号
、
昭
和
四
十
三
年
十
二

月
、
学
習
院
大
学
史
学
会
刊
。
の
ち
前
注

(

５)

の
同
氏
著
書
に
同
題
で
収
録
。
そ
の
第
三
編
第
二
論
文
。

(

７)

引
用
は
注

(

５)

論
文
、
同
書
四
八
二
ペ
ー
ジ
。

(

８)

黛
は

｢

保
留｣

を
宣
言
し
た
後
に
、
小
島
憲
之
の

｢

原
文
の
誤
記
と
み
た
ら
ど
う
で
せ
う
か｣

の
言
に
対
し
て

｢

た
だ
誤
記
と
考
え
る
場
合

に
は
も
と
は
ど
の
よ
う
な
文
字
で
あ
っ
た
か
を
想
定
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
タ
を
表
わ
す
文
字
と
し
て
は｢

侈
・
多
・
太
・
大
・
他
・
�
・

�
・
�
・
駄
・
党
・
丹
・
田
・
手
・
当
・
立｣

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、(

次
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
、
日
本
古
典
文
学
大
系

『

万
葉
集

一』

を
参
照)

、
こ
の
中
に
都
と
誤
ら
れ
や
す
い
字
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
小
島
氏
を
は
じ
め
諸
賢
の
御
教
え
を
乞
い
た
い
と
お
も
う｣

と
、

飽
く
ま
で
も

｢

都｣

を

｢

タ｣

と
訓
む
こ
と
に
拘
泥
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
必
要
な
い
こ
と
で
あ
る
。

(

９)

引
用
は
注

(

５)

論
文
。
同
書
四
八
三
ペ
ー
ジ
。

(

�)

引
用
は
、
石
原
道
博
編
訳
・
岩
波
文
庫

『

中
国
正
史
日
本
伝

(
１)』

｢

新
訂
魏
志
倭
人
伝
・
後
漢
書
倭
伝
・
宋
書
倭
国
伝
・
随
書
倭
国
伝｣

、

昭
和
六
十
年
五
月
刊
。

(

�)

倉
野
憲
司

『

日
本
文
学
史』

第
三
巻

｢

大
和
時
代｣

下
、
昭
和
十
八
年
二
月
刊
。
な
ら
び
に
武
田
祐
吉

『

古
事
記
研
究』

一
帝
紀
攷
、
昭
和

十
九
年
一
月
刊
。
そ
れ
ぞ
れ
参
照
さ
れ
た
い
。
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